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BT剤と一部の IGR剤は，葉縁巻葉期に処理すると三角
巻葉は形成されるが，三角巻葉内で幼虫を死亡させ緑茶
品質を悪化させる原因となる虫糞の堆積を抑制する効果
がある（上室ら，2016）。なお，本種は新芽にのみ産卵
するため，新葉を観察して卵や潜葉痕がない場合は防除
を省くことができる。本種には発生予察用フェロモント
ラップが使用できるため，このトラップを活用し成虫の
発生時期や発生量を確認したうえで薬剤の使用の可否を
決めることができる。また，三角巻葉の形成前に摘採を
行えば実害がほとんどないため，一番茶期に防除を行わ
ない地域が多いが，気候温暖化や晩生品種の利用，ドリ
ンク原料用茶葉等の増産に伴う摘採期の延長等による被
害地域の拡大も懸念されている。

IV　 チャノコカクモンハマキ 
Adoxophyes honmai

本種は，関東以西から奄美大島にかけて分布し，チャ
のほかにも 90種以上の植物をホストにしている。本種
は，葉裏に卵塊を 3～4回に分けて，合計 130～195卵程
度を産卵する（南川・刑部，1979）。成虫（図―10）は，体

長約 6 mm程度で雌のほうが雄よりも少し大きい。また
雌雄は，翅の斑紋が異なることから区別できる。孵化直
後の幼虫は，体長が約 1.5 mmで，成長すると約 20 mm

に達する。成長した幼虫は非常に活発で，綴り合せた葉
内を前後に移動したり，葉巻から落下して脱出する。本
種の幼虫の頭部は淡黄褐色で（図―11），同所的に生息す
るチャハマキの幼虫の頭部の色は黒褐色であるため，頭
部の色で両種を判別できる。若齢幼虫は新葉を好むが，
発育が進むと成葉も綴り合せて内部を食害する。本種の
発生が多くなると，幼虫が葉を綴り合わせて大量に食害
するので収量に与える影響が大きい。卵期間は5～10日，
幼虫期間は 18～30日（越冬期間を除く），蛹期間は 5～
10日である。
本種は，幼虫で越冬し，年 4～5回発生する。年 4回

の発生の場合，第 1回の成虫の発生時期は，4月上旬か
ら 6月上旬，第 2回目の発生は，6月上旬から 7月下旬，
第 3回目は，7月中旬から 8月下旬，第 4回目は，8月
下旬から 11月下旬となる（南川・刑部，1979）。
老齢幼虫期は散布薬液がかかりにくく，防除効果も低
いため，孵化幼虫期を予測して薬剤を散布する。誘蛾灯

図－5　チャノホソガ成虫

図－6　チャノホソガの卵

図－7　チャノホソガの潜葉期の幼虫

図－8　チャノホソガ葉縁巻葉期

図－9　チャノホソガ三角巻葉期
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や性フェロモントラップで前世代成虫の発生消長を調査
し，発蛾最盛日の 7～10日後が防除適期である。防除時
期は，年 4回発生地帯では 5月中下旬，7月上中旬，
8月中下旬，10月上中旬であるが，年次変動や地域差も
あるため，各県で発表される情報が参考になる。本種の
発生消長の調査は，各県の試験場や病害虫防除所などで
実施されており，これらの機関を通して防除適期に関す
る情報を入手できる。
本種の防除は，各種の化学農薬が有効である。IGR剤
を使用する場合，本剤の効果はやや遅効的であるため，
早めの散布を心がける。同一薬剤（同一系統）の連用は，
薬剤抵抗性の発達が懸念される。実際に静岡の一部地域
では IGR剤やジアミド剤に対する感受性の低下も報告
されている（内山・小澤，2017）。年間の防除計画を立て，
異なる系統の薬剤をローテーションで使用すること，使
用薬剤の選定にあたっては地域の指導機関の情報も参考

にすることを心掛けたい。また各種 BT剤や顆粒病ウイ
ルス製剤等の微生物資材も効果があるが，これらの剤も
遅効的であることに留意する。防除を行ったにもかかわ
らずまだ被害がある場合は，薬剤の選択が適切ではなか
ったこと，防除適期に薬剤散布ができていなかったこと
がその要因として考えられる。本種は，1世代の発生が
長引くこと（発生ピークが明瞭でなく，発生が長く続く）
がある。その際は（特に多発が続いている場合），追加
の防除も検討する。交信攪乱剤は，交尾を妨げ次世代以
後の発生を抑制できる。処理面積が広いほど効果が安定
するが，傾斜茶園や狭小茶園では効果が不安定となるこ
とがあるため，フェロモントラップを使って誘引阻害効
果を確認し，必要な場合は追加防除を行う。

V　チャハマキ　Homona magnanima

本種は，本州以南の日本各地に分布する。埼玉，静岡
と南九州の一部で発生が多い。また本種は，台湾，中国
南部，インドにも分布し，チャだけでなく温暖地果樹な
どの重要害虫となっている（佐藤，2008）。本種は，前
述のチャノコカクモンハマキと異なり，卵塊を葉表に産
卵する。成虫は，雌雄で形態が異なり，雌（図―12）の
体長は約 12 mmで，雄（図―13）の体長は約 10 mmで
ある。孵化直後の幼虫は，体長が約 2 mmで，成長する
と約 25 mmに達し，チャノコカクモンハマキの幼虫よ
りも大きい。本種の幼虫の頭部は黒褐色なので，頭部の
色でもチャノコカクモンハマキ幼虫と区別できる。幼虫
は孵化直後は，葉を 2枚綴り合せて，その内部で食害す
るが，成長すると付近の葉を数枚から十数枚を綴り合せ
て巣を作りその中で大量に食害するため，茶園に切れ葉
や枯れ葉が目立つ状態になる。幼虫はチャノコカクモン
ハマキと比べ集中分布するため，多発時には坪枯れ状の
被害となる。卵期間は 7～13日，幼虫期間は 25～35日
（越冬期間を除く），蛹期間は 7～16日である。
本種も幼虫で越冬し，年 4～5回発生する。年 4回の
発生の場合，成虫は 4月上旬ころから発生し始めるが，
多くの越冬幼虫は 4月下旬から 5月中旬に羽化する。そ
の後の成虫の発生時期は，6月下旬から 7月上旬，8月
上中旬，9月下旬から 10月中旬となる（佐藤，2008）。
本種は，チャノコカクモンハマキと発生期がほぼ一致
していること，有効な薬剤の多くが両種で共通している
ことから，通常，チャノコカクモンハマキと同時防除さ
れる。しかし，両種の発生時期が年や時期によって 10

日程度ずれる場合もあるので，両種を個別に防除しなけ
ればならない場合もある。特に，第 3世代以後は継続的
な発生となり，多発することも多くなるため，個別防除

図－10　チャノコカクモンハマキ雌成虫

図－11　チャノコカクモンハマキ幼虫
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の必要性が増す傾向にある。本種も孵化時期から若齢幼
虫時期に薬剤を散布すると効果的である。防除適期の予
測には，性フェロモントラップや予察灯等による前世代
成虫の発生消長の調査が重要である。発蛾最盛日の 7日
から 10日後が防除適期となる。各種の化学農薬が有効
であるほか，BT剤や顆粒病ウイルス製剤等の微生物資
材も効果がある。また，チャノコカクモンハマキと同じ
く交信撹乱剤も効果が高い。

VI　 カンザワハダニ 
Tetranychus kanzawai

本種（図―14）は，全国各地に分布し，葉裏に寄生し，
吸汁加害する。チャ新葉が加害されると，葉の黄化や褐
変，巻葉等を生じ，落葉することもある。茶園全体の密
度が高いと，収量減に加えて水色が赤くなるなど製茶品
質を著しく悪化させる。
世代期間が短く，年間世代数は 10回程度である。主

に休眠雌成虫が越冬し，2月下～3月中旬に休眠から覚
めて産卵を開始する（高藤ら，2001）。茶園では，春か
ら初夏にかけて発生ピークとなり，夏季に減少した後に
再び秋に増加する二山型のパターンとなる地域が多い。
防除適期は，越冬後の一番茶萌芽前，一番茶摘採後，秋
芽生育期，越冬前等であるが，一番茶期に晩霜害を受け
た茶園や一，二番茶後に浅刈り更新を行った茶園等で
は，夏季に多発することもあるので注意が必要である。
各種殺ダニ剤が有効であるが，抵抗性が発達しやすい

ため，同一系統の剤の連用を避け，薬液が葉裏に十分に
届くよう 400 l/10 a相当量をていねいに散布する。茶園

にはカブリダニ類などカンザワハダニの天敵が多く生息
している。カンザワハダニの密度コントロールには，土
着天敵の活用が重要であるため，合成ピレスロイド剤な
ど天敵類に影響の大きい殺虫剤の散布はできるだけ控 

える。

VII　 チャトゲコナジラミ 
Aleurocanthus camelliae

本種（図―15）は，2004年に京都府の茶園で初めてそ
の存在を確認されてから全国に分布が急拡大した侵入 

害虫である。侵入当時の本種の分布拡大の速度は速く，
2004年から 2007年にかけては近畿地方の茶園で分布を
広げ，2009年には島根県，福岡県，埼玉県，岐阜県，大
分県，2010年には，岡山県，兵庫県，愛知県，静岡県
でも分布が確認され，2021年までに我が国のほぼすべ

図－12　チャハマキ雌成虫 図－13　チャハマキ雄成虫

図－14　カンザワハダニ雌成虫
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ての茶産地域に分布を拡大した。本種は，移入当初は，
形態が似るミカントゲコナジラミとされたが，KAMIYA et 

al.（2011）によりミカントゲコナジラミとは形態，生態，
遺伝的に異なる新種であることが明らかにされた。中国
では古くからチャの害虫であり，チャ以外にもツバキ科
の植物（ヤブツバキ，サザンカ，サカキ，ヒサカキ，シ
キミ）にも寄生する。本種が寄生したサカキやシキミな
どの切り枝を海外から輸入した際に侵入した可能性があ
る（上杉・佐藤，2011）。
本種は年間 3～4世代発生し，成虫の発生ピークは 5月
上旬～中旬，7月中旬，8月下旬ごろに見られ，秋期に
は世代が重なり，各発育態が混在し，幼虫で越冬する。
幼虫は，葉裏に固着して吸汁加害し多量の甘露を排泄し
てすす病を誘発する（図―16）。大量のすす病は，茶園の
景観を悪くするだけでなく，葉の光合成能力の低下によ
る樹勢の悪化を招く。また，すすが付着している葉を摘
採した場合は，製茶品質の低下につながる。さらに，成
虫が多発生すると，摘採などの作業中に作業者の周辺で
成虫が飛び回ることで，不快感を生じさせ作業効率が低
下するなどの被害がある。
本種は，ブプロフェジン水和剤やトルフェンピラド乳

剤など多くの化学農薬で防除できる。通常，化学農薬に
よる防除適期は，若齢幼虫期である。成虫の発生ピーク
が過ぎた時期が若齢幼虫の発生時期にあたるが，成虫 

の発生ピークは，黄色粘着トラップを用いてモニタリ 

ングできる。散布薬液が葉裏にしっかりかかるように
400 l/10 a相当量をていねいに散布する。越冬期のマシ
ン油乳剤の散布も防除効果があるが，赤焼病の発生を助
長することがあるため，注意が必要である。マシン油乳
剤の散布の 3～7日前に銅水和剤を散布することで，赤
焼病の増加を抑制できる（吉田ら，2013）。
有望天敵寄生蜂としてシルベストリコバチが知られて

おり，茶園における本種の密度抑制に寄与している（山
下ら，2006）。茶園の薬剤散布においては，シルベスト
リコバチに対する悪影響が少ない薬剤を選択し，天敵寄
生蜂の温存利用を図ることが重要である。

お　わ　り　に

本稿では，チャの主要な害虫種の概要や防除について
紹介した。化学農薬による防除は，防除適期での実施が
最も重要であるため，モニタリング方法が確立している
害虫種については防除適期の見極めも記述した。茶生産
においても，害虫管理は化学農薬による防除が主な防除
手段であるため，防除適期，薬剤抵抗性管理や天敵の利
用などに留意しなければならない。
近年の気候変動や異常気象の影響により，各害虫の発
生パターンがこれまでと異なる事例が頻繁に見られるよ
うになってきた。また，ドリンク原料用茶葉や輸出用茶
葉の生産拡大に伴う栽培体系や防除体系の変化，近年の
茶価の低迷に伴う防除経費の縮減とその結果生じる防除
圧の低下等により，主要害虫の多発化や潜在害虫の顕在
化等も問題となってきている。さらに，放棄茶園や有機
栽培茶園の増加等により，特に二番茶期以後，茶芽の生
育状況や摘採期が様々に異なる茶園が混在・隣接する事
例も増えてきている。茶生産現場における害虫防除をめ
ぐる状況の変化が激しいが，対象となる害虫種の生態を
よく理解し対処することが重要なのは，これからも同じ
である。
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図－16　排泄物によって誘発されるすす病図－15　チャトゲコナジラミ幼虫
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「殺虫剤」
● NAC水和剤
5129：日産ミクロデナポン水和剤85（日産化学株式会社）

2026/3/3
●エトフェンプロックス乳剤
18131：サニーフィールド乳剤（日産化学株式会社） 

2026/3/3
●エトフェンプロックス・MEP粉剤
23268：協友スミチオントレボン粉剤DL（協友アグリ株
式会社）2026/3/3

●エトフェンプロックス・MEP乳剤
23272：協友スミチオントレボン乳剤（協友アグリ株式
会社）2026/3/3

● NAC粒剤
12880：サンケイデナポン 5％ベイト（サンケイ化学株
式会社）2026/3/17

●エトフェンプロックス粒剤
16985：サンケイトレボン粒剤（サンケイ化学株式会社）

2026/3/17
●MEP油剤
14342：ヤシマバークサイドF（レインボー薬品株式会社）
14344：ヤシマバークサイドオイル（レインボー薬品株
式会社）
2026/3/17

● NAC水和剤
22689：ホクサンデナポン水和剤50（ホクサン株式会社）

2026/3/17
●アセフェート水和剤
23389：打ち込み上手（レインボー薬品株式会社） 

2026/3/17
● NAC水和剤
5131：日農ミクロデナポン水和剤85（日本農薬株式会社）

2026/3/18
● NAC粒剤
12128：三明デナポン粒剤 5（三明ケミカル株式会社）
12881：三明デナポン5％ベイト（三明ケミカル株式会社）
12885：日農デナポン 5％ベイト（日本農薬株式会社） 

2026/3/18
18184：ローヌ・プーランデナポン 5％ベイト（TKI JAPAN

掲載は，種類名，登録番号：商品名（製造者又は輸入者）登録失効年月日。

株式会社）2026/3/19
● NAC水和剤
18186：ローヌ・プーランミクロデナポン水和剤85（TKI 

JAPAN株式会社）
18191：ローヌ・プーランデナポン水和剤 50（TKI JAPAN
株式会社）2026/3/19

「殺菌剤」
●イミノクタジンアルベシル酸塩・チウラム水和剤
23247：協友ベルクガード水和剤（協友アグリ株式会社）

2026/3/3
●有機銅水和剤
13881：サンキノリン（サンケイ化学株式会社）
16180：サンケイ有機銅水和剤 80（サンケイ化学株式会社）

2026/3/17
●脂肪酸グリセリド・有機銅水和剤
21020：ビオネクト（サンケイ化学株式会社）2026/3/17
●ストレプトマイシン・有機銅水和剤
23679：ドーマイシン水和剤（サンケイ化学株式会社） 

2026/3/17
●銅・有機銅水和剤
14595：キンセット水和剤（アグロ　カネショウ株式会
社）2026/3/23

「植物成長調整剤」
●ベンジルアミノプリン塗布剤
14656：塗布用ビーエー（クミアイ化学工業株式会社） 

2026/3/26

「除草剤」
●イマゾスルフロン水和剤
23032：ロンセイバー（レインボー薬品株式会社） 

2026/3/17

「忌避剤」
●チウラム塗布剤
15839：ヤシマレント（レインボー薬品株式会社） 

2026/3/17

登録が失効した農薬（2026.3.1～2026.3.31）

288


